
・避難確保計画の作成について

令和２年１月 避難確保計画作成講習会
令和４年３月 修正
令和５年７月 修正
高松市総務局危機管理課
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H29年7月九州北部豪雨

大分県日田市小野地区 斜面崩壊
写真：九州地方整備局

■風水害による被害の頻発

H28年8月 台風10号

岩手県岩泉町 小本川
写真：国土交通省

岡山県倉敷市 小田川

愛媛県大洲市 肱川

写真：中国地方整備局

平成30年7月豪雨（西日本豪雨）
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要配慮者利用施設の避難体制の強化を図るため、
『水防法』及び『土砂災害防止法』が平成29年6
月19日に改正されました。これにより、浸水想
定区域や土砂災害警戒区域内の要配慮者施設※の
管理者等は、避難確保計画の作成・避難訓練の
実施が義務となりました。

また、平成３１年３月に香川県が新たな洪水
浸水想定区域（香東川、新川・春日川、本津
川）を指定公表したことに伴い、新たに区域内
に位置することとなった施設についても、同様
に計画作成や避難訓練の実施義務があります。

（出典：国土交通省資料）

■避難確保計画作成の義務化（平成29年6月～）

※ 高松市地域防災計画に名称・所在地
を定められた要配慮者利用施設が対象。
地域防災計画については、今年度末に
対象施設一覧の修正を行います。
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■ 西日本豪雨で浸水した範囲（青色部分）とハザードマップの範囲（黒枠部分）がほぼ一致
■ 災害リスクを「知っている」だけでは、実際の避難行動になかなか繋がらないのが課題

↓西日本豪雨時に浸水していたと考えられる範囲と浸水深

：ハザードマップで公表されていた浸水範囲

■避難確保計画の作成と訓練の必要性

 避難確保計画の作成を通じて、いざという時のことを考えることが必要
 計画を生かし、災害時に行動して助かるための訓練を継続することが大切

（出典：国土交通省資料）



避難確保計画作成の進め方の全体像を解説
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洪水及び土砂災害の計画作成に当たり、国が公表している手引きや様式
等をベースにした作成方法全般について解説します。

■講習会開催の目的



■避難確保計画の作成方法について
避難確保計画の作成方法については、大きく分けて次の２通りです。
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■避難訓練の実施報告について
避難訓練を実施したら、避難訓練実施報告書に、「避難訓練を行った日時」「参加

人数」「訓練の内容」を記入の上、各関係課へ提出してください。

①新規で作成
する場合

国土交通省の提供する「ひな形(簡易入力フォーム)」
と「手引き」を活用し、手順に沿って作成する方法

② 消防計画に
追記する場合

既存の計画（消防計画等）に、必要事項を追記し、
避難確保計画とする方法



■参考資料「手引き別冊」の活用

 公表済みの「避難確保計画作成の手引き（洪
水・内水・高潮編）」を解説する資料です。

 前半は「作成支援編」として、避難確保計画
を検討する際の視点や、検討の助けとなる参
考情報が整理されています。

 後半は「様式編」として、記入型の様式がつ
いています。前半の「作成支援編」を参考に
直接記入していくことで、避難確保計画が完
成する構成となっています。

手引き
別冊
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計画内容の検討に当たり、参考となる情報が「避難確保計画作成の手引き別冊」に
まとめられています。
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計画作成後、高松市に提出する様式
【様式１～６】

------------------------------------------------
※様式６は自衛水防組織を設置した場合に提出

個人情報等が含まれるため、市には提出
する必要がない様式
------------------------------------------------
※別添、別表１、別表２は、様式６で自衛水防
組織を設置した場合に作成

全ての項目(様式)について検討・
作成することを基本と考えてくだ
さい。

■避難確保計画で作成する様式（①新規で作成する方法）<1/2>
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■「ひな形」の活用（①新規で作成する方法） <2/2>

①【入力シート】で必要事項を入力し、

②【出力シート】で印刷

① ②

国土交通省の提供する「ひな形（簡易入力フォーム）」を活用し、手順に沿って作成すること
で、避難確保計画を作成することができます。

※ 必要事項が記載されていれば、必ずしも「ひな形」を使用する必要はありません。

ひな形
(Excel)
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■既存計画の活用（②消防計画に追記する方法）
消防計画など、既に災害に関する具体的な計画がある場合に、それに追記することで、洪

水時の避難確保計画とすることができます。



[提出先]
高松市役所内の各関係課

チェック

リスト

■避難確保計画の提出方法について（①新規で作成する場合）

①
新
規
で
作
成
す
る
場
合

チェック

リスト

避難確保計画

●●園

2022年5月作成

チェックリスト
×２

避難確保計画
×2

＋

老人福
祉施設

介護老人福祉施設(特別
養護老人ホーム)、介護
老人保健施設、通所施
設、短期入所施設、グ
ループホームなど

介護保険課

有料老人ホーム、サー
ビス付き高齢者向け住
宅、ケアハウスなど

長寿福祉課

障害者福祉施設 障がい福祉課

保育所、幼稚園、こども園 こども保育教育
課

放課後児童クラブ、児童館
子育て支援課

一部の児童館
は人権啓発課

高松市立の小・中・高等学校 保健体育課
病院、診療所 保健医療政策課
上記以外（市立以外の学校施設
を含む） 危機管理課

※ 提出先が不明な場合は、お手数ですが、
危機管理課までお問い合わせください。

※令和４年４月から様式が変更となりましたので、ご注意ください。



■避難確保計画の提出方法について（②消防計画に追記する場合）

②
消
防
計
画
に
追
記
す
る
場
合

消防計画

●●園

2022年5月作成

チェック

リスト

チェックリスト
×２

チェック

リスト

消防計画
×4

消防計画作成(変更)届
×2

[提出先]
施設の所在地を
管轄する消防署＋ ＋

※令和４年４月から様式が変更となりましたので、ご注意ください。



■避難訓練実施報告書の提出方法について

訓練実施結果報告書×2

[提出先]
高松市役所内の各関係課
（「①新規で作成する場合」参照）

※訓練実施後、概ね１か月以内に
提出してください。

●要配慮者利用施設に係る洪水時等の避難確保計画の作成等について
（高松市公式ホームページ「もっと高松」内）

http://www.city.takamatsu.kagawa.jp/kurashi/kurashi/shobo/sonae/hinan_kakuho.html

高松市 避難確保計画

■（参考）関係書類のダウンロードについて
チェックリストなどについては、以下のページから

ダウンロード・印刷することができます。

※令和４年４月から様式が変更となりましたので、ご注意ください。
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 避難確保計画作成の手引き（洪水・内水・高潮編）

 要配慮者利用施設管理者のための土砂災害に関する避難確保計画作成
の手引（手引き・作成例・チェックリスト【一括版】）

 要配慮者利用施設における避難に関する計画作成の事例集（水害・土
砂災害）

 水害・土砂災害に係る要配慮者利用施設における避難計画点検マニュ
アル

避難確保計画は、「様式を作り上げること」が目的ではなく、各種資
料を参考に水害時をイメージすること、「いつ・どこへ・どうやって」
避難するかを事前に検討・整理すること、訓練を通じていざという時に
実行できるように備えることが大切です。

主なものは以下のとおりです。
全て国土交通省ホームページからダウンロードすることができます。↑

■計画作成に係る参考資料について
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